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報道各位 

 

 

 

 

 

ヒューマンホールディングス株式会社の事業子会社で、人材紹介事業を行うヒューマンタッチ株式会社（本社：東京都新

宿区、代表取締役：髙本和幸、以下「ヒューマンタッチ」）が運営するヒューマンタッチ総研は、総合工事業（ゼネコン）、土木

工事業、電気設備工事業、管工事業、プラント・エンジニアリング業、住宅建設業の 6 業種に分けて、2020 年 3 月期第 1 四

半期決算から見る市場動向をまとめました。対象企業は各業種の主要企業 10 社、計 60 社です。 

 

 

 

 

 

＜全体概況＞ 

■5 業種が増収増益、建設関連業界は好調な決算結果となる 

2020 年 3 月期の第 1 四半期決算（連結）の各業種主要 10 社の実績を合計すると、プラント・エンジニアリング業以外の 5

業種は増収増益となり、全体として比較的好調な決算になっています（図表①）。また、純利益については 6 業種ともに増加

となっており、堅調な市場環境を背景にすべての業種で利益が拡大しています。一方、減益や赤字決算など厳しい決算の

企業もあり、今後も動向を注視する必要があるとも言えます。 

 

【図表① 各業種主要 10 社の 2020 年 3 月期第 1 四半期決算（連結）の実績合計】 

 

 

以下、業種別に主要 10 社の決算結果を見ていきます。 

 

＜総合工事業（ゼネコン）＞ 

■10 社中 7 社が増収増益で、売上・利益ともに好調 

堅調な民間設備投資及び公共投資を背景に 10 社中 7 社が増収増益となり、全体として好調な決算となっています（図表

売上高
（百万円）

前年
同四半期比

純利益
（百万円）

前年
同四半期比

傾向

総合工事業（ゼネコン） 2,373,913 106.7% 125,885 114.6% 増収増益
土木工事業 302,835 103.0% 18,617 258.7% 増収増益
電気設備工事業 693,761 116.7% 21,187 136.4% 増収増益
管工事業 284,534 107.7% 6,539 159.8% 増収増益
プラント・エンジニアリング業 467,573 92.1% 16,564 308.7% 減収増益
住宅建設業 1,914,515 105.6% 75,888 113.9% 増収増益

2020年3月期第1四半期

№19-000074T 
2019 年 8 月 29 日 

ヒューマンタッチ株式会社 

ヒューマングループ広報担当  https://www.athuman.com 
Tel．03-6846-8002 Fax．03-6846-1220

〒160-0023 東京都新宿区西新宿 7-5-25

西新宿プライムスクエア １Ｆ

【本件のポイント】 

・建設関連の 6 業種別主要上場企業各 10 社、計 60 社について決算をまとめた。 

・プラント・エンジニアリング業を除く 5 業種が増収増益、全体としては概ね好調な結果となる。 

・一方、住宅建設業は 6 社が減益になるなど厳しい決算となり、今後の動向の注視が必要 
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②）。 

 

大手ゼネコン 4 社では、大林組、清水建設、大成建設が増収増益となっており、豊富な手持ち工事を順調に消化して利益

を確保しています。鹿島建設は増収ながら大幅な減益となっていますが、今後の手持ち工事の進捗によって改善される見

込みとしており、ゼネコン業界全体として、売上・利益ともに好調な決算であると言えます。 

そのような中、長谷工コーポレーションのみが、マンション工事の施工量減少と完成工事総利益率の低下により減収減益

となっています。 

 

【図表② ゼネコン主要 10 社の 2020 年 3 月期の第 1 四半期決算（連結）の実績】 

 

出所：各社の 2020 年 3 月期第 1 四半期決算短信より作成 

 

＜土木工事業＞ 

■10 社中 5 社が増収増益、利益の改善も進む 

道路舗装大手の NIPPO、前田道路、日本道路の 3 社が増収増益となるなど、10 社中 5 社が増収増益となり、好調な決算

になっています。 

利益面を見ると 8 社が増益であり、前年同四半期は赤字であったピーエス三菱と東亜道路工業が黒字に転換するなど、

収益面での改善が進んでいます。 

前田道路、日本道路、世紀東急工業での特別利益の計上の影響もあり、10 社合計の純利益は前年同期比で 258.7％と、

大幅に増加しています。 

 

【図表③ 土木工事業主要 10 社の 2020 年 3 月期の第 1 四半期決算（連結）の実績】 

 

売上高
（百万円）

前年
同四半期比

純利益
（百万円）

前年
同四半期比

傾向

大林組 446,720 102.2% 22,733 126.7% 増収増益
鹿島建設 427,211 102.5% 18,922 68.7% 増収減益
清水建設 411,126 115.1% 24,284 155.1% 増収増益
大成建設 349,621 109.9% 21,443 165.4% 増収増益
長谷工コーポレーション 192,139 86.0% 12,525 73.6% 減収減益
五洋建設 144,756 124.4% 5,918 115.6% 増収増益
戸田建設 119,857 132.8% 6,769 198.3% 増収増益
前田建設工業 112,669 106.3% 8,775 145.3% 増収増益
三井住友建設 98,383 113.4% 2,876 108.6% 増収増益
安藤ハザマ 71,431 97.6% 1,640 108.3% 減収増益
合計 2,373,913 106.7% 125,885 114.6% 増収増益

2020年3月期第1四半期
企業名

売上高
（百万円）

前年
同四半期比

純利益
（百万円）

前年
同四半期比

傾向

NIPPO 84,515 104.9% 3,440 105.4% 増収増益
前田道路 50,194 103.1% 8,219 450.6% 増収増益
日本道路 31,104 100.0% 2,094 558.4% 増収増益
川田テクノロジーズ 26,783 102.1% 50 5.9% 増収減益
東鉄工業 23,194 111.1% 998 225.8% 増収増益
ピーエス三菱 21,923 98.5% 524 - 減収増益
ライト工業 21,766 104.5% 992 82.9% 増収減益
東亜道路工業 16,876 94.3% 446 - 減収増益
世紀東急工業 13,150 99.2% 1,521 921.8% 減収増益
日特建設 13,330 108.3% 333 225.0% 増収増益
合計 302,835 103.0% 18,617 258.7% 増収増益

2020年3月期第1四半期
企業名
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出所：各社の 2020 年 3 月期第 1 四半期決算短信より作成 

 

  

 

＜電気設備工事業＞ 

■10 社中 5 社が増収増益、業界全体として好調 

コムシスホールディングス、きんでん、九電工、トーエネック、中電工の 5 社が増収増益となりました（図表④）。業界トップ

の関電工は減収増益ではありますが、売上高はほぼ横ばいです。主要 10 社合計においても増収増益となっており、業界全

体として好調な決算だと言えそうです。赤字決算となったのはユアテックと日本電設工業の 2 社であり、ともに前年同四半期

も赤字決算でした。 

 

【図表④ 電気設備工事業主要 10 社の 2020 年 3 月期の第 1 四半期決算（連結）の実績】 

 

出所：各社の 2020 年 3 月期第 1 四半期決算短信より作成 

 

 

＜管工事業＞ 

■10 社中 6 社が増収増益であり、業界全体として好調な決算 

高砂熱学工業、三機工業、ダイダン、新日本空調、テクノ菱和、ヤマトの 6 社が増収増益となりました（図表⑤）。主要 10

社合計でも増収増益となっており、業界全体として好調な決算となっています。業界大手の中では大気社が、海外での完成

工事高の減少により減収減益となっています。また、赤字決算となったのは、日比谷総合設備と大成温調で、両社ともに減

収減益となっています。三機工業と新日本空調は、前年同四半期は赤字決算でしたが当期は黒字に転換しています。 

 

【図表⑤ 管工事業主要 10 社の 2020 年 3 月期の第 1 四半期決算（連結）の実績】 

売上高
（百万円）

前年
同四半期比

純利益
（百万円）

前年
同四半期比

傾向

関電工 126,490 99.8% 4,781 111.0% 減収増益
コムシスホールディングス 111,906 136.0% 3,509 126.0% 増収増益
きんでん 110,159 124.8% 3,290 189.3% 増収増益
協和エクシオ 91,722 148.2% 2,344 85.9% 増収減益
九電工 83,747 118.3% 3,843 169.7% 増収増益
トーエネック 46,742 106.2% 2,361 996.2% 増収増益
ユアテック 38,709 94.5% -1,215 - 減収減益
住友電設 34,336 99.8% 2,095 127.0% 減収増益
中電工 32,360 114.7% 742 110.3% 増収増益
日本電設工業 17,590 102.8% -563 - 増収減益
合計 693,761 116.7% 21,187 136.4% 増収増益

2020年3月期第1四半期
企業名
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売上高
（百万円）

前年
同四半期比

純利益
（百万円）

前年
同四半期比

傾向

日揮 107,454 73.5% 2,100 79.5% 減収減益

千代田化工建設 86,471 92.4% 2,274 - 減収増益
栗田工業 64,305 103.3% 7,266 496.7% 増収増益
東洋エンジニアリング 58,413 74.2% 2,535 182.8% 減収増益

東芝プラントシステム 52,657 119.6% 726 27.8% 増収減益

タクマ 26,269 118.1% 623 53.4% 増収減益
太平電業 23,274 112.8% 1,417 191.7% 増収増益

レイズネクスト 17,757 133.5% 563 92.8% 増収減益
富士古河Ｅ＆Ｃ 16,125 105.0% 222 - 増収増益

メタウォーター 14,848 128.2% -1,162 - 増収増益

合計 467,573 92.1% 16,564 308.7% 減収増益

企業名
2020年3月期第1四半期

 

出所：各社の 2020 年 3 月期第 1 四半期決算短信より作成 

 

 

 

＜プラント・エンジニアリング業＞ 

■10 社中 4 社が増収増益、利益面の改善が進む 

栗田工業、メタウォーター、太平電業、富士古河 E&C の 4 社が増収増益となっています（図表⑥）。前年同四半期は大幅

な赤字であった千代田化工建設は黒字を確保。赤字のメタウォーターも、前年同四半期より赤字額が減少するなど、6 社が

増益となっており、利益面の改善が進んでいます。 

 日揮、千代田化工建設、東洋エンジニアリングの大手 3 社の売上高が大幅に減少した影響で、主要 10 社合計では減収増

益となっていますが、全体的に見ると好調な決算と言えそうです。 

 

【図表⑥ プラント・エンジニアリング業主要 10 社の 2020 年 3 月期の第 1 四半期決算（連結）実績】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出所：各社の 2020 年 3 月期第 1 四半期決算短信より作成 

 

＜住宅建設業＞ 

■増収増益は 10 社中 3 社にとどまる  6 社が減益であり厳しい決算結果となる 

大和ハウス工業、ミサワホーム、ミサワホーム中国の 3 社が増収増益となりました（図表⑦）。一方、飯田グループホール

ディングス、フジ住宅、サンヨーホームズ、細田工務店の 4 社が減収減益になるなど、6 社は減益となっています。 

ミサワホームとミサワホーム中国は増益ながら赤字決算となり、サンヨーホームズ、細田工務店、アールシーコアの 3 社

は減益で赤字決算となっています。主要 10 社の合計においては、業界トップの大和ハウス工業が好調である影響を受けて

売上高
（百万円）

前年
同四半期比

純利益
（百万円）

前年
同四半期比

傾向

高砂熱学工業 72,424 114.2% 2,268 206.2% 増収増益
大気社 46,394 94.5% 1,748 99.7% 減収減益
三機工業 40,882 116.0% 428 - 増収増益
ダイダン 33,521 113.3% 1,078 132.6% 増収増益
新日本空調 23,522 103.5% 182 - 増収増益
朝日工業社 22,934 123.3% 643 88.3% 増収減益
テクノ菱和 13,421 111.1% 316 554.4% 増収増益
ヤマト 11,520 103.1% 686 229.4% 増収増益
日比谷総合設備 11,134 85.0% -431 - 減収減益
大成温調 8,782 94.9% -379 - 減収減益
合計 284,534 107.7% 6,539 159.8% 増収増益

2020年3月期第1四半期
企業名
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売上高
（百万円）

前年
同四半期比

純利益
（百万円）

前年
同四半期比

傾向

大和ハウス工業 1,017,936 112.8% 65,068 124.2% 増収増益

飯田グループホールディングス 299,169 97.2% 12,738 80.3% 減収減益

積水化学工業 249,655 103.2% 2,951 38.8% 増収減益

住友林業 235,009 94.3% 565 - 減収増益

ミサワホーム 69,973 108.8% -4,564 - 増収増益
フジ住宅 23,906 89.2% 627 65.8% 減収減益
サンヨーホームズ 7,738 90.5% -644 - 減収減益
ミサワホーム中国 4,632 117.1% -194 - 増収増益
細田工務店 3,479 76.4% -271 - 減収減益
アールシーコア 3,018 114.7% -388 - 増収減益
合計 1,914,515 105.6% 75,888 113.9% 増収増益

2020年3月期第1四半期
企業名

増収増益となっていますが、業界全体としては厳しい決算になっています。 

 

【図表⑦ 住宅建設業主要 10 社の 2020 年 3 月期の第 1 四半期決算（連結）実績】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出所：各社の 2020 年 3 月期第 1 四半期決算短信より作成 

 

■ヒューマンタッチ総研所長・髙本和幸（ヒューマンタッチ代表取締役）のコメント 

2020 年 3 月期第 1 四半期の主要建設関連企業の決算結果を見ると、ゼネコンでは 10 社

中 7 社が増収増益となり、好調さが目立ちます。また、土木工事業と電気整備工事業ではそ

れぞれ 5 社が、管工事業にでは 6 社が増収増益であり、いずれの業種も、堅調な公共投資

と民間の設備投資、東京オリンピック・パラリンピック関連の工事等を背景に好調な決算に

なっています。 

人手不足による工事の進捗遅れといった弊害や労務費の高騰による利益の圧迫といっ

た事態は今のところ見られていないようではありますが、建設技術者の有効求人倍率は

2019 年 6 月で 6.33 倍（前年同月比＋0.72 ポイント）と高止まりしており、今後も建設技術者

の確保は大きな課題になると考えられます。 

一方、住宅建設業においては 6 社が減益になるなど厳しい決算になっており、今後の業

績動向を注視することが必要だと考えられます。 
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＜このレポートに関するお問い合わせ＞ 
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